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１月８日、令和４年度に 20 歳を迎える方１月８日、令和４年度に 20 歳を迎える方

を対象に「はたちのつどい」を開催しましを対象に「はたちのつどい」を開催しまし

た。（関連記事２～３ページ）た。（関連記事２～３ページ）

主な内容主な内容

◎はたちのつどい開催・・・２～３ページ◎はたちのつどい開催・・・２～３ページ

◎町の組織が変わります・・・４～５ページ◎町の組織が変わります・・・４～５ページ
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令
和
５
年
は
た
ち
の
つ
ど
い
を
開
催

1 月 8 日、総合体育館で「令和 5 年はたちのつどい」が開催されました。
今年度 20 歳を迎えるのは、232 人です。
式典で、野村町長は「日々成長を続ける皆さんには、大きな可能性があります。
大きな夢を持ち、目標を立て、しっかりと前を見て確かな人生を歩んでください」と激励し、
はたちのつどい実行委員長の山崎菜々美さんは

「これから先、さまざまな困難に立ち向かうことがあると思いますが、仲間たちと
助け合いながら、明るく希望に満ちた未来を切り開いていきます」と決意を述べました。
参加者は、当日写真スポットとして設置された人力車や風船の前で写真を撮ったり、
旧友や恩師との思い出話に花を咲かせたり、楽しいひとときを過ごしました。

問い合わせ　生涯学習課生涯学習係　℡ 0296-48-0888 2広報やちよ№ 760　2023.2 月号
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４月１日から町の組織が変わります
　町では、住民サービス向上のため、令和５年４月１日から組織の構成と名称を変更します（掲載情報は、令
和５年１月 24 日現在のものです）。

主な変更点

部の変更

〇「町民くらしの部」を作ります
　窓口部門の税務課、戸籍住民課、環境対策課、国保年金課を集約し、窓口のワンストップ化を図ります。

〇「教育部」を作ります
　学校のあり方検討、教育環境の整備など、教育行政の強化を図ります。

課の変更
〇「こども家庭課」を作ります
　子育て支援を強化し、地域ぐるみで子どもを守り育てる仕組みを作ります。

〇「福祉介護課」を作ります
　社会福祉、高齢者福祉、障がい福祉を一元化し、事務の効率化を図ります。

〇「農政課」を作ります
　産業振興課から農政部門を切り離し、農業委員会と連携して農地管理を行い、農業政策部門を強化します。

〇「スポーツ振興課」を作ります
　スポーツ文化の醸成、生涯にわたるスポーツ推進、町民の健康増進を図ります。

係の変更
〇 秘書課に「地域協働係」を作ります
　コミュニティ活動、男女共同参画、多文化共生、国際交流など、ダイバーシティの実現に向けて、町民との
　協働を一体的に推進します。

〇総務課に「デジタル化推進係」を作ります
　マイナンバー制度の普及をはじめ、地域のデジタル化を推進します。

〇財務課に「公共施設マネジメント係」を作ります
　町全体の公共施設をマネジメントし、有効活用を図ります。

〇産業振興課に「地域振興係」を作ります
　商工業、観光の振興とふるさと納税の推進を一体的に行います。　

〇都市建設課に「住宅・空き家対策係」を作ります
　住宅施策の推進と、空き家の有効活用を進めます。
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問い合わせ　まちづくり推進課企画調整係（内線３２２０）

部名 課名 係名 主な業務

秘
書
公
室

秘書課 政策秘書係／広報ＰＲ係／地域協働係 広聴、広報紙発行、ホームページ運営、コ
ミュニティ活動、男女共同参画、国際交流

まちづくり推進課 企画係／地方創生係 総合計画、公共交通、統計、移住定住、企
業誘致、企業版ふるさと納税

総
務
部

総務課 総務法制係／人事給与係／デジタル化推進係情報公開、選挙、職員の人事管理、地域の
デジタル化、マイナンバー制度

財務課
財政係／契約検査係／公共施設マネジメント
係

財政計画、契約・検査、公有財産マネジメ
ント

消防交通課 消防防災係／交通防犯係 消防、防災、交通安全、防犯

町
民
く
ら
し
の
部

税務課 納税管理係／住民税係／資産税係 町税の賦課・徴収

戸籍住民課 住民係／戸籍係 戸籍、住民票、印鑑証明、パスポート、マ
イナンバーカードの交付、在留関連事務

環境対策課 生活環境係／環境政策係 廃棄物、狂犬病予防、リサイクル、公害対
策、脱炭素推進

国保年金課 国保係／医療年金係 国民健康保険、医療福祉（マル福）、後期
高齢者医療、国民年金

保
健
福
祉
部

福祉介護課
社会福祉・人権係／障がい福祉係／介護保険
係／地域包括支援センター

民生委員・児童委員、生活保護、障がい者
福祉、介護保険、高齢者福祉

こども家庭課 子育て支援係／こども家庭センター 児童手当、子ども・子育て支援、児童相談、
母子保健

健康増進課 保健係／予防係 健康診断、予防接種、食生活改善

産
業
建
設
部

農政課 農政係／土地改良係 農業振興地域、担い手育成、土地改良

産業振興課 農業振興係／地域振興係 農業・商工業・観光の振興、ふるさと納税

都市建設課
道路河川係／住宅・空き家対策係／都市計画
係

道路・橋・河川の整備、住宅・空き家対策、
都市計画、土地区画整理事業

上下水道課 上水道係／下水道係 上水道、下水道、農業集落排水、合併浄化
槽

会計課 　　　　　― 現金の出納、会計事務

議会事務局 　　　　　― 町議会に関すること

教
育
委
員
会

教
育
部

学校教育課 庶務係／学務係／学校給食センター係 教育委員会、学校の就学、学校保健、学校
給食

生涯学習課 生涯学習係／文化係／公民館係／図書館係 生涯学習、歴史民俗資料館、中央公民館、
図書館

スポーツ振興課 スポーツ振興係／施設係 スポーツ振興、スポーツ施設の管理

農業委員会事務局 　　　　　― 農地転用、農業者年金、農地利用銀行
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広告

詳細はこちら

茨城県結城郡八千代町菅谷502番地1
ＴＥＬ ０２９６－４８－２３１１
E-mail sawaki-k@swk-g.co.jp
ＵＲＬ swk-g.co.jp

茨城県知事登録旅行業 第２－３１４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00

初詣では例年日本一の参拝者数となる「明治神宮」

約260本の桜の木が鮮やかに咲き誇る遊歩道「千鳥ヶ淵」

旅行代金
（おひとり様）

出発日：３月２６日（日）・１０,０００円（税込）

※写真はイメージです。コース

八千代町７：００発～明治神宮（参拝）～皇居・楠公レストハウス（昼食）千鳥ヶ淵（散策）～迎賓館赤坂離宮（見学） ～八千代町１８：５０頃着

【昼食代・迎賓館参観料金】

※自社バス（サワキ観光バス）バスガイト同行・最少催行人員２５名

お申し込みは新型コロナワクチン3回接種済者
及び陰性証明書をご提示の方に限ります。

全国旅行支援の適用で ８,０００円（税込）
＋地域クーポン券１,０００円付

主要国首脳会議などの国際会議の場として使用される「迎賓館赤坂離宮」

　令和５年２月 16 日（木）～３月 15 日（水）の期間、役場１階特設会場で町県民税申告お
よび確定申告の申告相談を行います。詳細は、町ホームページをご確認ください。　　
　新型コロナウイルス感染症対策として、お客様の待ち時間短縮や効率的な会場運営のた
め、下記内容の確定申告は、税務署またはパソコンやスマートフォンでの申告をお願いします。

町特設会場では受け付けできない申告

町県民税等の申告相談を行います

①　「住宅借入金等特別控除」の適用を初めて受ける申告
②　配当所得の申告
　　※総合課税・分離課税のいずれもお受けできません。
③　分離課税の申告
　　（株式・不動産等の譲渡所得、先物取引にかかる雑所得、上場株式等の配当所得）
　　※ただし、土地等の収用を受けた場合には、役場会場で申告可能です。
④　「日本国外に居住する親族」にかかる扶養控除等の適用を受ける申告
⑤　「雑損控除」「外国税額控除」「損失繰越」の適用を受ける申告
⑥　青色で確定申告を行う事業主の申告
⑦　確定申告書の控えに「税務署収受」の受付印を必要とする方
　　※役場では確定申告書の控えに収受印の押印ができないので、直接税務署で確定申告をしてください。
⑧　消費税・贈与税・相続税に該当する方の確定申告
⑨　令和５年１月１日以前に亡くなった方の準確定申告

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、自宅で簡単に確定
申告書の作成ができます。確定申告期間中は 24 時間いつでも利用可能です。
　作成した申告書は印刷して税務署へ郵送するか、e-Tax で送信して提出してください。

（確定申告書作成コーナー： https://www.keisan.nta.go.jp/kyoutu/ky/sm/top#bsctrl）

下館税務署確定申告会場
住　　所：茨城県筑西市丙 116-16　筑西しもだて合同庁舎
電　　話：0296-24-2121
開設期間：令和５年２月１日（水）～３月 15 日（水）
　　　　　  午前８時 30 分～午後４ 時（相談開始は午前９時～）
　　　　　※土・日・祝日を除きます。
　　　　　※状況によって、午後４時前に受け付けが終了する
　　　　　　場合があります。
〇確定申告会場の入場には、当日配布または国税庁 LINE 公式
　アカウントから事前に取得した入場整理券が必要です。

問い合わせ　税務課住民税係（内線１５２０）

町特設会場での
申告相談案内

確定申告特集
（国税庁HP）

（税務署またはパソコン・スマートフォンでの申告となります）
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八千代町新春賀詞交換会を開催

八千代町消防出初式を挙行

日本消防協会長表彰
〇功績章

副団長　渡邉利明
茨城県消防協会長表彰
〇功労章
　本部付分団長　爲我井一城
　本部付分団長　赤塚智史
〇優良民間防火組織クラブ員
　さわきこども園女性消防隊
　　　　　　　　　赤城文郁
八千代町長表彰
〇優良団員
　第１分団班長　　　中島将之
　第４分団団員　　　青谷晃
　第５分団部長　　　水垣勇人
　第６分団団員　　　大山真人
　第７分団部長　　　山中辰也

団長表彰
〇優良団員
　第１分団団員　　　中川恭佑
　第 1 分団団員　　　生井透
　第２分団団員　　　大久保勝矩
　第３分団班長　　　安田拓也
　第４分団班長　　　堤規行
　第４分団班長　　　片野政宏
　第５分団副分団長　大里泰雅
　第５分団班長　　　松田光正
　第６分団部長　　　松永憲明
　第６分団団員　　　中久喜一統

消防関係者表彰（敬称略）

　１月 14 日、役場庁庭で令和５年八千代町消防出初式を挙行しました。昨年に引き続き新型コロナウイルス感
染症対策として規模を縮小して行い、人員・姿勢・服装の点検や表彰の伝達などを実施。沢木清司町消防団長は「有
事の際でも被害を最小限に抑え、安全で安心して暮らせる町を目指して消防活動に尽力します」と述べ、出初式
に臨んだ町消防団員や西南広域消防八千代分署員は、地域防災への意識を新たにしました。

　１月８日、中央公民館で令和５年新春賀詞交換会を開催
しました。町・町商工会（諏訪善作会長）・ＪＡ常総ひかり

（堤隆代表理事組合長）が共催するこの会は、町の発展と活
性化を図るため各分野の代表者が新春に集い、意見交換を
する場として開催しています。昨年に引き続き新型コロナ
ウイルス感染症対策として規模を縮小して行い、約 100 人
が参加し交流を深めました。主催者を代表して野村町長は

「少子高齢化対策、防災対策、環境対策、産業振興など、知
恵を出し合いながら活力あるまちづくりを進めていきたい」
とあいさつを述べ、令和４年中に叙勲・褒章を受章した栄
典者への記念品の授与や大里岳史町議会議長、永岡桂子文
部科学大臣をはじめとした来賓の方々からの新年のあいさ
つの後、町の飛躍を祈念しての万歳三唱が行われました。

主催者を代表してあいさつをする野村町長

来賓あいさつをする大里議長（左）と永岡大臣（右）

出初式の様子

点検の様子
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町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

Topicsまちの話題

人形劇を楽しむ参加者

12
月
18
日
、
町
家
庭
教

育
推
進
協
議
会
が
子
育
て

支
援
事
業
と
し
て
ク
リ
ス

マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
事
前
に
申
し

込
み
を
し
た
13
組
の
親
子

が
、
壁
に
貼
ら
れ
た
も
み

の
木
を
折
り
紙
の
飾
り
で

彩
っ
た
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

や
人
形
劇
、
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む

子
育
て
支
援
事
業
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催

提言書を手渡す古橋議長（中央）

12
月
１
日
、
町
民
会
議

（
古
橋
清
成
議
長
）
が
社

会
福
祉
・
生
活
環
境
・
産

業
振
興
・
教
育
文
化
の
４

つ
の
分
野
に
つ
い
て
の
提

言
書
を
ま
と
め
、
野
村
町

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
町

民
会
議
は
、
行
政
区
長
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
役
員
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
住
民
活
動
の
基
本
方

針
等
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

町
民
会
議
が
町
へ
提
言
書
を
提
出

12
月
１
日
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
に
係
る
住
民
生

活
応
援
物
品
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ

Ａ
常
総
ひ
か
り
（
堤
隆
代

表
理
事
組
合
長
）
が
町
社

会
福
祉
協
議
会
（
野
村
勇

会
長
）
へ
、
町
内
の
ひ
と

り
親
世
帯
を
対
象
と
し
て

配
布
す
る
お
米
１
７
０
袋

（
１
袋
２
㎏
）
を
寄
贈
し

た
も
の
で
す
。

就職面接会の様子

12
月
15
日
、
町
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻
が
共
催

し
、
正
社
員
就
職
面
接
会

＆
い
き
い
き
シ
ニ
ア
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
正
社
員
と
し
て
就
職

を
希
望
し
て
い
る
方
と
60

歳
以
上
で
就
職
を
希
望
し

て
い
る
方
を
対
象
と
し
て

行
わ
れ
た
面
接
会
に
は
、

町
内
の
企
業
９
社
と
面
接

希
望
者
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

企
業
と
働
き
た
い
人
を
つ
な
ぐ

就
職
面
接
会
を
開
催

つ
な
が
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
が
町
社
協
に
お
米
を
寄
贈

お米を寄贈する堤組合長（右）

じゃんけん大会の様子

12
月
18
日
、
町
国
際
交

流
Ｙ
Ｉ
Ｆ
Ａ
（
町
国
際
交

流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
運

営
す
る
「
に
ほ
ん
ご
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
で
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
か
け
た
ビ
ン
ゴ
や

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
ス
リ
ラ

ン
カ
料
理
や
ク
リ
ス
マ
ス

に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
、
飲

み
物
が
登
場
し
ま
し
た
。

国
籍
や
世
代
を
越
え
て
交
流
を

町
国
際
交
流
Ｙ
Ｉ
Ｆ
Ａ
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

表彰を受けた山中代表（左）と宮田代表（右）

12
月
14
日
、
日
本
善
行

会
か
ら
表
彰
を
受
け
た
川

西
見
守
り
隊
（
山
中
康
雄

代
表
）
と
せ
ん
だ
ん
友
の

会
（
宮
田
敦
代
表
）
へ
の
表

彰
状
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。
川
西
見
守
り
隊
は
登

下
校
の
時
間
に
声
か
け
や

立
し
ょ
う
を
行
う
見
守
り

活
動
、
せ
ん
だ
ん
友
の
会

は
通
学
路
の
除
草
な
ど
環

境
美
化
活
動
に
長
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
地
域
で
見
守
る

川
西
見
守
り
隊
と
せ
ん
だ
ん
友
の
会
が
善
行
表
彰
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スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問：総合体育館
　　℡ 0296-48-2469

広告 広告

（敬称略）

■第 43 回下妻市長杯争奪・下妻市近隣空手道大会
〔と　き〕10 月 15 日（土）
〔ところ〕下妻市立下妻小学校
〔主　催〕ＪＫＡ紫空会
〔主な結果〕
高学年の部【形】
準優勝　小林明莉
高学年の部【組手】
準優勝　小林明莉
４級以下の部【形】
第３位　武山なな子
８級以下の部【組手】
敢闘賞　大柳蘭

■第７回結城ロータリークラブ青少年サッカー大会
［と　き］12 月３日（土）
［ところ］結城市鹿窪運動公園
［主　催］結城ロータリークラブ
［主な結果］
優　勝　八千代ＳＳ（６年生）

■第 76 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会
［と　き］12 月 14 日（水）
［ところ］町民公園
［主　催］八千代町スポーツ協会
［主な結果］
男子の部
優　勝　鈴木長男（今里）
準優勝　内海昌司（健友会）
第３位　中村富夫（さくら）
第４位　小梶龍一（若）
第５位　飯村進（今里）
女子の部
優　勝　佐藤久子（ＴＧＧ）
準優勝　加藤絹子（ＴＧＧ）
第３位　平田ハルイ（ＴＧＧ）
第４位　小竹政子（ＴＧＧ）
第５位　古谷都美子（道六）

■第 12 回結城南ＪＦＣ杯Ｕ 10
［と　き］12 月 17 日（土）
［ところ］結城市立山川小学校
［主　催］結城南ＪＦＣ
［主な結果］
優　勝　八千代ＳＳ（４年生）

優勝した八千代ＳＳ（６年生）の皆さん

優勝した八千代ＳＳ（４年生）の皆さん
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渡
わた

邉
なべ

顕
あき

亘
のぶ

さん（中結城小５年）

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
下
妻
二
高
の
体
育
教
員
で
す

が
、
本
業
は
菅
谷
の
薬
壺
山
医
王
寺
の
住
職
で
す
。

古
代
遺
跡
跡
地
で
あ
り
、
中
結
城
小
学
校
の
前
身

「
三
計
塾
」
だ
っ
た
寺
を
い
つ
も
元
気
に
守
っ
て
ま

す
。
口
癖
は
「
お
父
さ
ん
が
供
養
す
れ
ば
皆
、
絶
対

に
極
楽
浄
土
」
で
す
。
そ
し
て
「
亡
く
な
っ
た
人
に

あ
の
世
で
生
き
る
名
前
（
戒
名
）
を
つ
け
て
あ
げ
る

ん
だ
。
お
父
さ
ん
は
、
み
ん
な
の
お
父
さ
ん
で
も
あ

る
ん
だ
」
と
言
い
ま
す
。

顔
は
怖
い
の
に
、
お
葬
式
の
時
、
お
経
を
あ
げ
な

が
ら
こ
っ
そ
り
泣
く
の
も
知
っ
て
ま
す
。
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
若
者
達
を
お
も
い
泣

く
の
も
知
っ
て
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
ぼ
く
の
自
慢

で
す
。
い
つ
ま
で
も
黒
衣
を
着
て
、
み
ん
な
の
た
め

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

さん （父）

大
好
き
な
お
父
さ
ん

み ん な の 広 場

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

いつも可愛い笑顔
をありがとう！
これからも元気に
いっぱい遊んで大
きくなってね！

父　弘貴さん
母　未来さん

古
ふる

橋
はし

誠
せい

心
ご

ちゃん　
令和３年８月 23 日生まれ
 　　　　　　　　（仁江戸西）

浩
ひろ

道
みち

　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？掲載希望の際は、右下のＱＲコードを読み取
  り、応募フォームに氏名等を入力後、画像を１枚添
  付して送信してください。ご応募、お待ちしています。

  対象年齢　生後１歳～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話にて
　　　　　  お知らせします。
  申込締切　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載

   問い合わせ
   秘書課広報・シティプロモーション係（内線３５１０）

笑顔がいいね！写真募集
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

町長コラム vol.28

変化を見据える

　１月 21 日付け　日本経済新聞１面の見出しは「コロナ
今春平常対応に」「５類へ、首相指示　行動制限なし」。そ
の横「東電、３割値上げ申請へ家庭向け今夏までの実施目
指す」。ななめ右下「日本の物価、4.0% 上昇、12 月 41 年
ぶり高水準に」。左下「迫る学校崩壊消えゆく母校、住民
も諦め　統廃合いずれ手詰まり」。
　どうでしょうか？いずれも我々の日常生活に大きな影響
を及ぼす内容でした。
　最初の「コロナ平常対応」については、医療費の自己負
担分を公費で賄っていますが、５類に移行後は法的支援根
拠がなくなることになる。つまり、公費医療を段階縮小す
る方向というものです。
　「東電３割値上げ申請へ」は、一般家庭向け電気料金の
３割値上げを経済産業省に申請するものです。東電が規
制料金を上げるのは、東日本大震災後に収支が悪化した
2012 年以来 11 年ぶりになるとあります。実際の値上げ
幅は、申請後に経産省の審議会で議論されたうえで最終的
に決まることになります。
　「日本の物価 4.0% 上昇」は、総務省が 20 日に公表した
2022 年 12 月の消費者物価上昇率が、生鮮食品を除く総
合で前年同月比 4.0% と 41 年ぶりに 4％台となった。また、
専門家による消費者物価の予測は、上振れが続いていると
あります。政府の電気代抑制策が物価の押し下げ要因とな
る一方、値上げは幅広い商品に広がっているとしています。

　学校問題も日常生活に関連しますが、上記３点とは内容・
質が異なる問題です。「地域の核が消えることに反発は強
いが、現実にはあらがえない」。このようにすでに大都市
でも悩みとなりつつある現状です。高度成長期に学校を増
やしたものの、その後住民高齢化で児童数は急減している
地域がある。学校制度は日本の近代化に貢献し、経済大国
へ導いたが、いまや、社会構造の変化は学校の存立基盤を
揺さぶる。その象徴が学校の統廃合であり、社会は新たな
学校像を描けていないとしています。そして、国頼みでな
く自分たちで地域の教育の展望を考えることが重要である
と結んでいます。八千代町もこの問題と正に向き合うこと
となります。
　2023 年は、政府の発信する情報等に日々注目しなけれ
ばなりません。なぜなら、私たちの生活に密接に関連する
部分で大きな変革の年となる可能性があるからです。
　３年以上続いた新型コロナウイルスへの危機対応が転換
期を迎え、消費者物価等の高騰は続くものと思われ、私た
ちの日常生活は今春の賃上げ水準が左右することとなりま
す。また、これらは大変憂慮すべき事態であり、町としま
しては、国・県の動向を踏まえ、引き続ききちんとした支
援体制を確立しなければならないと考えています。
　私も、さまざまな課題解決に向けて、勇気ある挑戦を続
けたいと決意しています。

現
在
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

東
京
に
あ
る
大
学
に
通
っ
て
い

て
、
保
育
関
係
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
は
、
八
千
代
町
で
中

学
生
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
保
育
士

と
し
て
働
く
予
定
で
す
。

は
た
ち
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
に

参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

仲
が
良
い
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
高
校
生
の
時
は

生
徒
会
長
を
務
め
て
い
て
、
卒
業
式

な
ど
で
皆
の
前
に
立
っ
て
話
し
た
経

験
が
あ
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

側
に
ま
わ
る
の
が
好
き
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

20
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど
ん

な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
か
？

最
低
限
の
マ
ナ
ー
と
節
度
を
守
れ
る

大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
基
本
的
な

こ
と
だ
け
ど
、
そ
れ
で
周
り
か
ら
の

目
も
変
わ
る
の
で
。
保
育
士
と
し
て

は
、
常
に
明
る
く
笑
顔
で
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
を
よ
く

見
て
、
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
け
る

保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
八
千
代
町
に
つ
い

て
思
う
こ
と
は
？

私
は
、
八
千
代
町
が
大
好
き
で

す
。
今
は
大
学
が
あ
る
の
で
東
京

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と

就
職
す
る
時
に
は
必
ず
戻
っ
て
く

る
と
決
め
て
い
て
、
町
内
じ
ゃ
な

く
て
も
い
つ
で
も
地
元
に
帰
れ
る

距
離
に
は
い
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
周
り
の
人
は
、
仕
事
な

ど
で
町
外
に
出
る
人
も
多
い
け

ど
、
最
終
的
に
は
自
分
た
ち
が
生

ま
れ
育
っ
た
八
千
代
町
に
戻
っ
て

き
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　（松本）
山
やまざき
崎 菜

な な み
々美さん 令和５年はたちのつどい実行委員

長を務めました。

Ｑ

ＱＡ

Ａ

インタビュー

町民の皆さまを

　　　ご紹介していきます !

ＱＡＱＡ
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お知らせ版
№ 747

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

農
業
振
興
地
域
（
農
振
地
域
）

と
は
、
農
用
地
を
守
る
た
め
に
指

定
さ
れ
た
地
域
で
す
。
地
域
内
の

農
用
地
を
農
業
以
外
に
使
用
す
る

場
合
は
、
農
振
地
域
か
ら
の
除
外

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自

己
住
宅
の
建
築
や
駐
車
場
の
整
備

等
の
計
画
が
具
体
化
し
、
除
外
を

希
望
す
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

３
月
１
日
（
水
）
～

31
日
（
金
）

※
除
外
手
続
き
に
は
７
カ
月
以
上

の
期
間
を
要
し
ま
す
。
計
画
的
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
農
政
係

（
内
線
２
２
４
０
）

対
象
者

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限

２
月
15
日
（
水
）

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

日
時

２
月
17
日
（
金
）
午
後
１

時
～
３
時
30
分

場
所

結
城
市
民
情
報
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
た
は
電

話
で
予
約
（
事
前
予
約
制
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻

０
２
９
６
‐
43
‐
３
７
３
７

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

２
月
24
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

２
月
11
日
（
土
）
は
、
祝
日
の

た
め
窓
口
業
務
を
休
業
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

戸
籍
住
民
課
住
民
係

（
内
線
１
１
２
０
）

祝
日
に
伴
い
、
ご
み
収
集
日
が

次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

〇
不
燃
ご
み

２
月
11
日
（
土
）
休
業

〇
可
燃
ご
み

２
月
23
日
（
木
）
か
ら
24
日
（
金
）

に
変
更

環
境
対
策
課
生
活
環
境
係

（
内
線
２
４
１
０
）

就
職
の
悩
み
や
不
安
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時

２
月
16
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

問

お

知

ら

せ

TEL

２月の納税等
国民健康保険税（第８期）

後期高齢者医療保険料（第８期）
介護保険料（第６期）

納期限は 2 月 28 日（火）です

　国保年金課（内線 1310）
　　　　　　  （内線 1330）
　長寿支援課（内線 1240）

問

問

TEL問 問

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達試験を行います。この試験は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でもさまざまな手段で試験が行われます。

日　　時　２月 15 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

TEL
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

令
和
４
年
度
（
後
期
）
障

害
者
就
職
面
接
会
を
開
催

農
業
振
興
地
域
の
除
外
手

続
き
に
つ
い
て

ご
み
収
集
日
の
変
更

土
曜
日
の
窓
口
業
務
休
業

の
お
知
ら
せ

指定ごみ袋の配布方法が変わります

　令和５年度より、ごみの減量化施策の一環として、指
定ごみ袋の配布方法を下記のとおり変更します。

配布方法 引換券による協力店舗での交換制
※協力店舗については、後日お知らせします。
※引換券および詳細については、３月中に世帯主へ郵送
　しますので、引き換えの期限が来るまで大切に保管し
　てください。
※紛失された場合、再発行はいたしません。

配布枚数
下記のとおり世帯員数に応じた枚数に変更となります。
不足する場合は、これまでどおりご購入ください。

世帯員数 ごみ袋の配布枚数
１人 30 枚
２人 40 枚
３人 60 枚
４人 80 枚
５人 100 枚

６人以上 120 枚
問い合わせ
環境対策課生活環境係（内線２４１０）

問

問
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●人口 21,224 人 (1,407) ●男 11,133 人 (1,083) ●女 10,091 人 (324)
●世帯数 7,909 世帯 (1,199)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 １月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

令和５年度　会計年度任用職員を募集します
任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月 31 日　※職種により、期間が短いものがあります。
勤務形態　パートタイム　　　　　　　　　　　　　　募集職種　事務補助職、補助員、労務職
選考方法　書類審査および面接　　　　　　　　　　　申込期限　２月 24 日（金）
申込方法　事前に電話連絡の上、会計年度任用職員申込書を町ホームページからダウンロードし、担当課へ提出
　　　　　（障がいのある方は、手帳の写しを添付）※書類提出時に、簡単な面接を行います。
受付時間　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分　※土日祝日を除く
※社会保険、雇用保険の加入は雇用形態により異なります。

【募集内容】

職名など 任用
人数 業務内容 応募資格

等 勤務場所 勤 務 日
勤務時間 賃金等 担当課等

連絡先

事務補助員

２人 各種証明書の発行、
マイナンバーの受付

特になし

戸籍住民課
（庁舎１階）

月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

時給
922 円以上

戸籍住民課
49-3940

１人
介護認定に関する窓口応
対受付、認定審査会申請
書類作成、電話応対

福祉介護課
（庁舎１階）

月～金
午前８時 30 分～午後５時
のうち７時間

長寿支援課
49-6313

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

国保年金課
（庁舎１階）

国保年金課
49-6314

１人 健康増進課
（保健ｾﾝﾀｰ）

健康増進課
48-1955１人 月～金のうち週４日

午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

2 人
税金等収納事務および
公金等日計処理、電話
応対、資料整理 会計課

（庁舎１階）

月～金のうち週 3 日
午前８時 30 分～午後５時のうち 7 時間 会計課

49-3946
１人 窓口業務、パソコン入力、

電話応対、資料整理
月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

１人 窓口応対、農地関係業
務

農業委員会事務局
（庁舎２階）

月～金
午前８時 30 分～午後５時
のうち７時間

農業委員会事務局
49-3948

１人
農地中間管理事業に関する
業務、窓口業務、パソコン
入力、電話応対、資料整理

農政課
（庁舎２階）

産業振興課
49-3943

１人
ふるさと納税関係業務、
電話応対、窓口業務、
パソコン入力、資料整理

産業振興課
（庁舎２階）

ふるさと納税課
48-3819

１人

窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

上下水道課
（浄水場内）

月～金
午前８時 30 分～午後５時
のうち７時間

上水道係
48-2037

１人 農業集落排水係
48-2238

１人

生涯学習課
（図書館）

火～日のうち土日を含む週 5 日
午前８時 30 分～午後６時 15 分
のうち７時間

生涯学習課
（図書館）
48-4646

１人 火～日のうち土日を含む週３日
午前 8 時 30 分～午後６時 15 分
のうち７時間 45 分２人

カウンター業務、書架
整理、資料修理１人

月 5 日
午前 8 時 30 分～午後６時 15 分
のうち７時間 45 分

１人 窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理

生涯学習課
（公民館）

火～日のうち土日を含む週３日
午前８時 30 分～午後 5 時 15 分

生涯学習課
（公民館）
48-1515

学校用務員 ７人 学校長の指示に従う労
務作業 町内小中学校 月～金

７時間
時給
911 円以上

学校教育課
48-1519

事務補助員 １人 窓口業務、パソコン入力、
電話応対、資料整理 給食センター 月～金

午前８時 30 分～午後 4 時 30 分
時給
922 円以上

給食センター
48-1149

事務補助員
（障がい者）

２人
パソコン入力、電話応対、
資料整理

障害者手帳
の交付を受
けている人

障がい者の
人に配慮し
た業務がで
きるところ

週５日
午前 8 時 30 分～午後５時
のうち６時間または 7 時間 時給

922 円以上
総務課

49-6311
２人

週３日
午前 8 時 30 分～午後５時
のうち 7 時間

※任用人数は、見込みのため変更になる場合があります。
※地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する方は応募できません。

問い合わせ　総務課人事給与係（内線３３２０）
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12 月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１８８

行政組織設置条例の全文改正を議決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
水
道
事
業
会
計
積
立
金
運
用
の

報
告地

方
公
営
企
業
法
に
よ
り
、
建

設
改
良
積
立
金
５
億
円
の
資
産
運

用
を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

◇
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
の
個
人
情
報

保
護
制
度
が
条
例
か
ら
法
律
に
移

行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
法
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◇
情
報
公
開
・
行
政
不
服
審
査
会

条
例
の
一
部
改
正

個
人
情
報
保
護
制
度
の
個
人
情

報
保
護
法
へ
の
移
行
に
伴
い
、
同

報
に
定
め
る
審
査
会
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

令和４年第４回定例会は、12 月６日から 14 日までの９日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から行政組織設置条例（全文改正）をはじめ、補正予算など 12 議案が提案され、
審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は 12 月 13 日と 14 日に行われ、７人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

・
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
適
用

給
料
表
の
改
定
（
平
均
０
・

３
％
引
上
げ
）

・
令
和
４
年
６
月
分
か
ら
適
用

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
改

定
（
０
・
１
月
分
引
上
げ
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３

８
４
４
万
９
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
88
億
７
３
３
０
万
１

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
謝
礼
を
含
む
総
務
管
理
費

３
億
５
１
３
万
円
、
戸
籍
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料
を
含
む
戸
籍

住
民
基
本
台
帳
費
５
０
２
万
４
０

０
０
円
、
障
が
い
者
自
立
支
援
給

付
費
を
含
む
社
会
福
祉
費
１
億
４

４
７
万
８
０
０
０
円
、
主
力
産
品

振
興
助
成
金
を
含
む
農
業
費
４
９

４
７
万
５
０
０
０
円
、
町
道
舗
装

補
修
工
事
請
負
費
を
含
む
道
路
橋

り
ょ
う
費
２
０
０
０
万
円
、
光
熱

水
費
を
含
む
保
健
体
育
費
５
８
０

万
５
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◇
職
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
定
年
を
令
和
５

年
度
か
ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
降
給
に
関
す
る
条
例

地
方
公
務
員
の
定
年
引
上
げ
に

よ
り
、
役
職
定
年
制
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
降
給
を
行
う
た
め

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
組
織
設
置
条
例
（
全
部
改

正
）分

か
り
や
す
い
行
政
窓
口
を
提

供
し
、
的
確
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
行
政
組
織
を
見

直
す
も
の
で
す
。

●

報

告

●

予

算

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
４
４
０

７
万
６
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
19
億
６
３
３
３
万
９
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
償
還
金
、

一
般
会
計
繰
出
金
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
７
０

万
８
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
２
億
９
９
３
６
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
光
熱
水

費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
０
４

万
１
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
５
億
２
２
２
３
万
６
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
内
容
は
、
人
事
異
動
に

伴
う
職
員
人
件
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

●

条

例

行
政
組
織
再
編
の
主
な
内
容

○
「
秘
書
公
室
」
、「
総
務
部
」
、

「
企
画
財
政
部
」
は
、
「
秘

書
公
室
」
と
「
総
務
部
」

に
再
編
さ
れ
ま
す
。

○
窓
口
部
門
と
し
て
新
た
に

「
町
民
く
ら
し
の
部
」
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
に
「
教
育
部
」

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
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◇
町
道
路
線
の
認
定

旧
鬼
怒
川
橋
の
解
体
に
よ
り
国

道
１
２
５
号
の
旧
道
区
間
が
町
に

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
町
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
規
約

の
変
更

下
妻
市
の
新
庁
舎
建
設
に
伴

い
、
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
の

事
務
所
を
下
妻
市
中
居
指
地
内
に

移
転
す
る
た
め
規
約
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
は
10

月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
１
議

案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２

１
６
９
万
７
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
84
億
３
４
８
５
万
２

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
内
容
は
、
庁
舎
空
調
機

能
強
化
事
業
費
を
含
む
総
務
管
理

費
５
２
２
３
万
円
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
給
付
事
業
費
を
含
む
社
会
福

祉
費
１
億
１
４
１
０
万
７
０
０
０

円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費
を
含
む
保
健
衛

生
費
５
５
３
６
万
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

●

そ
の
他

●

予

算

第
２
回
臨
時
会

小
島
由
久
議
員
の

ご
逝
去
を
悼
む

八
千
代
町
議
会
議
員
の
小

島
由
久
氏
が
、
去
る
令
和
４

年
10
月
27
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

同
氏
は
、
平
成
７
年
、
町

議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
て

以
来
、
連
続
７
期
、
26
年
10

カ
月
に
わ
た
り
在
職
し
、
こ

の
間
、
議
長
を
は
じ
め
、
総

務
常
任
委
員
長
、
産
業
建
設

常
任
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
長
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
町
の
振
興
と
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。八

千
代
町
議
会
は
、
同
氏

の
生
前
の
ご
功
績
を
讃
え
る

と
と
も
に
、
こ
こ
に
謹
ん
で

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

◇
研
修
視
察
報
告
◇

去
る
令
和
４
年
10
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
会
議
員
研
修

視
察
の
た
め
宮
城
県
南
三
陸
町
、
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
方
面

を
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
南
三
陸
町
の
復
興
状
況
を

視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
語
り
部
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
現
職
の
議

会
議
員
の
方
と
と
も
に
被
災
現
場
を
回
り
な
が
ら
、
若
き
町
職
員
が
懸
命

に
避
難
を
呼
び
か
け
続
け
、
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
被

災
当
時
の
生
々
し
い
状
況
、
意
識
の
違
い
に
よ
り
生
死
を
わ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
話
な
ど
、
貴
重
な
体
験
談
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
後
11
年
以
上
が
経
過
し
、
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
嵩
上
げ
工
事
を
中
心

と
し
た
復
興
事
業
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
随
所
に
空
き
地
が

見
受
け
ら
れ
、
本
当
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
、
今
後
の
経
過
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

続
い
て
二
日
目
に
訪
問
し
た
気
仙
沼
市
は
、
宮
城
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
人
口
約
６
万
人
、
日
本
有
数
の
漁
港
都
市
と
し
て
有
名
で
あ
り
ま
す
。

気
仙
沼
市
議
会
で
は
、
よ
り
活
発
な
議
会
を
目
指
し
て
積
極
的
に
議
会
改

革
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
令
和
２
年
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
、
公
務
に
加
え
、
災
害
時
の
情
報
共
有
や
、
市
民
へ
の
分
か
り
や
す

い
情
報
提
供
な
ど
の
政
務
活
動
に
も
活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
市
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
団
体
等
と
議
会
が
自
由
に
意
見
交
換

を
行
う
「
一
般
会
議
」
、
市
民
と
議
員
と
の
「
意
見
交
換
会
」
や
「
議
会

報
告
会
」
を
実
施
し
、
常
に
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
議
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
陸
前
高
田
市
に
あ
り
ま
す
東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承
館
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
有
名
な
「
奇
跡
の
一
本
松
」

が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
説
明
員
の
方
に
館
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
、　
　

津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
防
災
の
重
要
性
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
研
修
視
察
概
要
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

値上げ

茨城県から移管される町道 1791 号線
（本郷地内）
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き
ま
す
。

町
内
一
斉
芝
焼
き
に
つ
い
て

は
、
火
災
が
多
発
し
、
建
物
火
災

や
人
的
被
害
な
ど
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。
農
家
の
方
に
は

収
穫
後
の
早
期
耕
運
、
雑
草
管
理
、

農
薬
に
よ
る
防
除
な
ど
の
病
害
虫

の
防
除
対
策
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
前
に
消
防
署
へ
届

け
出
を
す
れ
ば
、
行
政
区
な
ど
が

主
体
と
な
り
芝
焼
き
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
町
で
は
、
令
和
４
年
10
月
に

ベ
ト
ナ
ム
国
ラ
ッ
ク
ズ
オ
ン
県
と

友
好
都
市
提
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、
農
業
、

観
光
、
人
材
育
成
、
文
化
交
流
の

４
分
野
に
つ
い
て
協
力
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
り
多
い

友
好
都
市
と
な
る
た
め
の
町
長
の

展
望
と
方
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

農
業
の
分
野
で
は
、
町

内
の
農
家
へ
の
研
修
生
の
受
け
入

れ
、
農
産
物
の
加
工
技
術
の
研
修

や
鮮
度
保
持
に
関
す
る
技
術
研
修

な
ど
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

観
光
の
分
野
で
は
、
両
者
の
観
光

案
内
な
ど
を
作
成
し
、
旅
行
会
社

や
地
域
住
民
へ
宣
伝
を
行
っ
て
い

く
考
え
で
す
。
人
材
育
成
に
つ
い

て
は
、
農
業
研
修
生
の
ほ
か
、
職

員
の
交
流
な
ど
も
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
文
化
交
流
に
つ
い

て
は
、
八
千
代
高
校
な
ど
、
学
校

同
士
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

国
で
は
「
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
」
を
創
設
し
、
妊
娠
期
間

や
出
産
時
、
特
に
０
歳
か
ら
２
歳

の
低
年
齢
期
の
子
育
て
家
庭
に
寄

り
添
い
、
出
産
・
育
児
等
の
見
通

し
を
立
て
る
た
め
の
面
談
と
経
済 中山 勝三 議員

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

支
援
、
継
続
的
な
情
報
発
信
等
を

行
う
な
ど
、
伴
走
型
の
相
談
支
援

の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
当
町
に
お
け
る
こ
の
交
付
金

の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

伴
走
型
相
談
支

援
に
つ
い
て
は
、
出
産
・
育
児
の

見
通
し
を
立
て
る
た
め
、
妊
娠
初

期
、
妊
娠
８
カ
月
頃
、
出
産
後
の

３
回
の
面
談
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、
既

に
保
健
師
や
母
子
保
健
推
進
員
に

よ
る
相
談
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保

育
園
な
ど
と
連
携
し
、
よ
り
一
層

強
化
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。

町

長

「
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
届

け
出
時
と
出
生
届
け
出
後
の
面
談

終
了
後
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
相

当
、
合
計
10
万
円
相
当
を
支
給
す

る
こ
と
を
国
で
は
推
奨
し
て
い
ま

す
。
支
給
方
法
は
、
自
治
体
の
判

断
に
よ
っ
て
ク
ー
ポ
ン
券
や
現
金

に
よ
る
給
付
が
可
能
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
効
率
的
な
給
付
方
法
を

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

遊
休
農
地
は
、
令
和
３
年
度
末
時

点
で
69
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
地

全
体
の
約
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。農

業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農

地
の
見
回
り
を
行
い
、
遊
休
農
地

が
発
生
し
た
場
合
は
所
有
者
や
耕

作
者
に
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、
発

生
防
止
や
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。

産
業
建
設
部
長

町
内
の
空
き
家

の
実
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
令

和
３
年
10
月
15
日
時
点
で
３
３
１

件
の
空
き
家
を
確
認
し
ま
し
た
。

空
き
家
の
所
有
者
に
は
適
正
管
理

を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
必
要
に
応

じ
て
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
空
き
家
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
効
果
的
な
運
用
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。
ま
た
、

不
法
投
棄
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
県
が
運
用
を
開
始
し
た

ア
プ
リ
「
ピ
リ
カ
」
の
活
用
に
よ

り
監
視
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

地
域
社
会
の
環
境
変
化
の
対
応
に
つ
い
て

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に

も
、
生
活
環
境
の
充
実
は
大
切
で

す
。
し
か
し
、
時
代
の
移
り
変
わ

り
に
よ
っ
て
、
空
き
家
や
耕
作
放

棄
地
は
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
当
町
に
お
け
る
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
内
一
斉
芝
焼
き
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
地
に
草
木

が
は
び
こ
り
、
十
分
な
保
全
管
理

が
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
は
、
ア

ラ
イ
グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の

す
み
か
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
町
内
一
斉
芝
焼
き
の

再
開
を
要
望
し
ま
す
が
、
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

町
内
の 安田 忠司 議員

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
に
７
名
が
登
壇

ど
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。



17　　広報やちよ№ 760　2023.2 月号

芦
ケ
谷
新
田
地
内
を
通
る
１
級

町
道
15
号
線
は
、
東
仁
連
川
か
ら

南
総
土
地
改
良
区
の
区
域
を
坂
東

市
方
面
へ
進
み
、
飯
沼
川
ま
で
つ

な
が
る
道
路
で
す
。
こ
の
道
路

は
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し

の
生
活
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
圏

央
道
の
坂
東
イ
ン
タ
ー
や
境
古
河

イ
ン
タ
ー
へ
の
広
域
交
通
網
の
確

保
と
し
て
、
大
変
重
要
な
位
置
付

け
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
筑
西
幹
線
道
路
、
広

域
農
道
、
１
級
町
道
８
号
線
、
１

級
町
道
５
号
線
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
ま
た
、

行
政
区
か
ら
道
路
補
修
な
ど
の
要

望
へ
の
対
応
も
順
次
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

道
路
の
整
備
や
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
暮
ら
し
や
町
の

発
展
に
直
結
す
る
部
門
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
務
体
制
や
財
源
等

の
さ
ら
な
る
見
直
し
を
進
め
、
事

業
の
進
捗
を
促
進
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
路
線
に
関
し
て
は
、
隣
接
す

る
坂
東
市
の
市
長
と
も
話
し
合
い

を
行
い
、
協
力
体
制
で
進
め
て
い

く
考
え
で
す
。
で
き
る
限
り
早
く

整
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

大久保 武 議員

１
級
町
道
15
号
線
道
路
改
良
に
つ
い
て

て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
圏
央
道
の
境
古
河
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
通
勤
な
ど
の
交
通
量

も
多
く
、
安
静
地
区
の
産
業
発
展

に
大
変
重
要
な
位
置
付
け
の
道
路

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
道
路
の
東

仁
連
川
に
架
か
る
橋
は
、
上
流
側

に
は
舟
戸
橋
、
下
流
側
に
は
松
下

橋
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
橋

も
幅
が
狭
く
、
車
両
の
す
れ
違
い

に
難
儀
し
て
い
る
状
況
で
す
。
地

元
で
は
一
日
も
早
い
工
事
の
着
手

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
本
路

線
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
答
弁

を
求
め
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

本
路
線
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
平
面
測
量
、

橋
り
ょ
う
概
略
設
計
、
路
線
測
量
、

土
質
試
験
調
査
、
道
路
詳
細
設
計
、

橋
り
ょ
う
予
備
設
計
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

橋
り
ょ
う
の
整
備
に
は
多
大
な

財
源
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

財
源
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く

考
え
で
す
。

町

長

本
路
線
は
、
地
域
住
民

化
、
晩
婚
化
の
進
展
」
「
夫
婦
の

出
生
力
の
低
下
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
少
子
化
対
策
は
国
全
体

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
町
と
し
て
も
出

産
・
育
児
に
対
す
る
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

出
産
子
育
て
奨
励
金
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
画
期
的
な
金
額
を
支

給
す
る
こ
と
も
検
討
の
材
料
と
は

な
り
ま
す
が
、
生
活
面
や
教
育
面

な
ど
、
子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る

政
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

菅
谷
地
内
に
あ
る
八
千
代
工
業

団
地
で
は
、
現
在
３
社
の
企
業
が

立
地
し
操
業
を
し
て
い
ま
す
。
企

業
誘
致
に
は
税
収
増
や
雇
用
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
当
町
へ

の
影
響
と
、
工
業
団
地
の
近
辺
に

は
ま
だ
町
有
地
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

町

長

八
千
代
工
業
団
地
に
は

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
企
業
に

少
子
化
に
対
し
て
町
は
対
応
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

私
が
小
学
生
、
中
学
生
だ
っ
た

昭
和
30
年
代
か
ら
昭
和
40
年
代
で

は
、
１
学
年
に
１
４
４
人
い
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
以
降
の
中
結
城

小
学
校
の
就
学
予
定
者
数
を
見
ま

す
と
、
１
学
年
30
人
か
ら
50
人
の

間
で
推
移
し
て
い
く
と
い
う
見
込

み
も
出
て
い
ま
す
。

出
生
数
の
減
少
を
防
ぐ
手
立

て
、
例
え
ば
出
産
子
育
て
奨
励
金

を
第
２
子
に
２
０
０
万
円
、
第
３

子
以
降
に
３
０
０
万
円
支
給
す
る

な
ど
の
考
え
は
あ
る
の
か
、
お
聞

き
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

町
で
は
出
産
子

育
て
奨
励
金
と
し
て
、
第
１
子
・

第
２
子
が
生
ま
れ
た
と
き
に
20
万

円
、
第
３
子
以
降
で
は
30
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

町

長

内
閣
府
の
報
告
に
よ
る

と
、
少
子
化
の
原
因
に
は
「
未
婚 大久保 敏夫 議員

来
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
当

町
の
経
済
や
産
業
の
活
性
化
に
大

き
な
期
待
が
持
て
ま
す
。
操
業
開

始
か
ら
３
年
間
は
課
税
減
免
と
な

り
ま
す
が
、
減
免
期
間
が
終
了
す

れ
ば
３
社
合
計
で
固
定
資
産
税
が

約
１
億
円
増
収
と
な
る
見
込
み
で

す
。工

業
団
地
近
辺
の
町
有
地
に
つ

い
て
も
、
企
業
誘
致
も
含
め
有
効

な
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

１級町道 15 号線
（芦ケ谷新田地内）
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地
方
公
共
団
体
は
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
財
政
状
況
を
統

一
的
な
４
つ
の
指
標
で
公
表
し
、

必
要
な
場
合
に
は
財
政
の
健
全
化

や
再
生
の
迅
速
な
対
応
を
取
る
こ

当
な
し
と
な
り
ま
す
。
「
実
質
公

債
費
比
率
」
は
一
般
会
計
等
が
負

担
す
る
元
利
償
還
金
等
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
比
率
を
示
す
も

の
で
、
６
・
８
％
で
す
。
「
将
来
負

担
比
率
」
は
一
般
会
計
等
が
将
来

負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
を
示

す
も
の
で
、
38
・
２
％
で
す
。
全

て
の
指
標
は
健
全
段
階
に
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
健
全
的
な
財
政
運

営
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

町

長

私
が
町
長
に
就
任
し
た

当
時
は
、
行
政
区
か
ら
の
道
路
補

修
な
ど
の
要
望
が
２
７
０
件
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
１
９
０

件
ほ
ど
に
圧
縮
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
安
全
な
道
路
環
境
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
財
政

の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
公
共
工
事
も
な
る
べ
く

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
行
政

区
か
ら
の
要
望
に
も
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

宮本 直志 議員

町

の

財

政

状

況

に

つ

い

て

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
定
例

会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
決
算

に
お
け
る
指
標
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
、
改
め
て
４
つ
の
指
標
で
あ

る
「
実
質
赤
字
比
率
」
「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」
「
実
質
公
債
費
比

率
」
「
将
来
負
担
比
率
」
の
説
明

を
求
め
ま
す
。

２
点
目
と
し
て
、
行
政
区
か
ら

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
補
修
な

ど
に
関
す
る
要
望
や
請
願
な
ど
が

何
年
も
前
か
ら
多
く
の
件
数
が
町

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
処
理
し
て
い
く

た
め
に
も
、
積
極
的
な
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
で
道
路
イ
ン
フ
ラ
に

関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

令
和
３
年
度
決

算
に
お
け
る
各
指
標
に
つ
い
て

は
、
「
実
質
赤
字
比
率
」
は
一
般

会
計
の
実
質
赤
字
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
、
「
連
結
実

質
赤
字
比
率
」
は
連
結
会
計
の
実

質
赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
を
示
す
も
の
で
、
両
方

と
も
実
質
赤
字
額
が
な
い
た
め
該

内
に
あ
る
旧
中
山
邸
を
そ
う
い
っ

た
取
り
組
み
に
活
用
で
き
な
い

か
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

行
政
が
担
う
業
務
は
ま
す
ま
す

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
行
政
で

し
か
で
き
な
い
業
務
を
行
政
で
行

い
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
な
る
べ

く
民
間
に
委
託
し
て
、
体
制
の
ス

リ
ム
化
を
図
る
こ
と
が
町
長
の
考

え
だ
と
思
い
ま
す
。
民
間
の
事
業

者
が
協
力
を
提
案
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
代
表
と
な
る
総

合
窓
口
を
設
置
す
る
取
り
組
み
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

現
在
、
町
で
は

高
齢
者
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、

青
少
年
健
全
育
成
、
健
康
増
進
、

災
害
対
策
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
食

ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ア
ー
ト

を

活

用

し

た

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て

ま
ち
づ
く
り
に
ア
ー
ト
を
取
り

入
れ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン

ゲ
ー
ジ
ド
・
ア
ー
ト
」
と
い
う
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
は
、

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
文
化
の

保
全
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

新
た
に
構
築
さ
れ
た
と
い
っ
た
報

告
が
あ
り
、
県
内
の
自
治
体
で
も

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

当
町
に
は
、
農
業
地
帯
の
景
色

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町

長

こ
れ
ま
で
も
芸
術
や
文

化
を
用
い
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
町
が
抱
え
る
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も

の
は
過
去
に
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
、
当
町
で
は
ま
だ
調
査
研
究
が

必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
川
尻
地 谷中 理

り く

矩 議員

育
、
女
性
活
躍
、
環
境
保
全
、
雇

用
対
策
、
空
き
家
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、
民
間
事
業
者
と
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。

企
業
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
最
新

の
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
に
取

り
入
れ
て
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町

長

民
間
事
業
者
と
の
連
携

協
定
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
は
、

有
用
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
令
和

５
年
４
月
に
組
織
の
改
編
を
行
い

ま
す
の
で
、
そ
の
点
も
踏
ま
え
て

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
※
注
）

ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ア
ー
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
社
会
や
地
域
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
介
入
し
、

社
会
変
革
、
課
題
解
決
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
。

（
※
注
）
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教
育
長

町
立
小
学
校
、
中
学
校

の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
幅

広
い
見
地
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
「
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
小
中
学
校
の
適
正
規
模
、

適
正
配
置
な
ど
、
当
町
の
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い

た
だ
き
、
教
育
委
員
会
に
提
言
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

11
月
に
第
１
回
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
ま
ず
、
小
中
学
校

施
設
の
状
況
や
今
後
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
、
近
隣
市
町
の
状
況
な

ど
、
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。
十

分
に
協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
く
た

め
、
提
言
の
期
限
に
つ
い
て
は
特

に
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て
、
東
中

学
校
の
野
球
部
は
古
河
市
の
中
学

校
と
、
八
千
代
第
一
中
学
校
の

サ
ッ
カ
ー
部
が
常
総
市
、
坂
東
市

の
中
学
校
と
、
八
千
代
第
一
中
学

校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
古

河
市
の
中
学
校
と
合
同
で
そ
れ
ぞ

れ
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

八
千
代
第
一
中
学
校
と
東
中
学
校

の
町
内
２
校
が
合
同
で
部
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

少

子

化

対

策

に

つ

い

て

町
執
行
部
の
資
料
に
よ
る
と
、

令
和
３
年
度
の
町
内
の
出
生
数
は

95
名
と
の
こ
と
で
す
。
出
生
数
の

減
少
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
現
在
、
町

内
に
は
小
学
校
５
校
、
中
学
校
２

校
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
再
編
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
で
は
「
学
校
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
後
計

画
案
が
策
定
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
委
員
会
の
開
催
状
況

や
い
つ
頃
に
最
終
的
な
答
申
を
整

理
し
て
い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
特
に

団
体
競
技
の
部
活
動
が
一
校
で
は

活
動
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
国
、
県
で
は
、
部
活
動
の
地

域
移
行
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

当
町
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移

行
の
実
態
と
今
後
の
計
画
を
伺
い

ま
す
。

増田 光利 議員

す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
「
部

活
動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
部
活
動
の
地
域
移
行
の

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
英
語
教
育
の
充
実
や
特
色
あ
る

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

小
島
由
久
元
議
員
の
逝
去
に
伴

い
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が

１
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

12
月
定
例
会
で
委
員
の
選
任
を
行

い
、
新
た
に
水
垣
正
弘
委
員
が
就

任
し
ま
し
た
。

議
会
の
構
成

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

宮
本

直
志

副
委
員
長

上
野

政
男

委
員　
　
　

中
山

勝
三

　
　
　
　
　

生
井

和
巳

　
　
　
　
　

水
垣

正
弘
（
新
）

　
　
　
　
　

大
久
保

敏
夫

委員

水垣 正弘

委
員
会
の
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た

取り壊しになる旧学校給食センター
（菅谷地内）

議
会
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

八千代町　議会

議会の
ホームページは
こちらから！

任
し
ま
し
た
。

議会運営委員会委員会
紹介

行
っ
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
議
会
で

は
、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
の
定
数
は
６

人
と
さ
れ
て
お
り
、

議
会
運
営
委
員
会
の

会
議
に
は
委
員
の
ほ

か
、
議
長
が
出
席
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ってどんな委員会？

会議の様子

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す

る
た
め
の
話
し
合
い
を
行
う
委
員
会
で
す
。

定
例
会
・
臨
時
会
の
日
程
や
本
会
議
の
進
行
手
順
な

ど
、
議
会
運
営
の
全
般
に
つ
い
て
協
議
や
意
見
調
整
を
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